
                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

あなたのご家庭での取組結果をそれぞれ５点満点で自己 

評価すると？ → （昨年度と比べてみましょう！）                           

                                         

 

 

 

                             

 

 

 

 

                     学習課題 

 

               確認・評価                                                   

平成３０年３月Ｎo.１０ 

発行 門川町教育研究所 

所長 新 原 と も 子 

ＴＥＬ ６３－１５６６ 

五十鈴小学校内（教育相談室） 

門川町教育研究所だより 

かどっぴー・がわっぴー 

平成２９年度も残りわずかとなりました。高校入試も終り、中学校卒業式が１６日（ 金）に実施さ

れます。小学校卒業式は２３日（ 金）です。子どもたちにとって別れの日であると同時に新しい出発

の日でもあります。桜の花のように一気に咲き誇り、生きている喜びと今日まで支えてくれたすべて

の人たちへの感謝を伝えてほしいと思います。みんな一人一人違っていてすばらしい。そして、みん

な一人では生きられないのですから。本年度も「ふれあい」を読んでいただき感謝申し上げます。 

 かどがわ４か条について、昨年度同様、児童生徒の意識調査や家庭学習実態調査などの結果をもと

にお知らせしてきましたが、この一年間のご家庭での取組状況はいかがでしたか？昨年度同様、取組

を振り返っていただき１項目５点で自己評価されて、次年度の子育てに生かしていただければと思い

ます。下の評価例を参考に、皆様それぞれの観点で評価されてみてください。 

〔評価例〕合計点 20～16＝取組優秀，15～12＝取組合格，11～8＝取組もう一歩，7～＝取組不十分 

 子どもでも大人でも同じと思いますが、一度覚えたことは時間とともに忘れていきます。忘れない

ために繰り返して練習します。同じことを繰り返し、慣れてしまうと、それが当たり前になります。 

身体でも頭脳でも、毎日、繰り返し使うことで自然に働くようになります。これが「身に付く」こ

とかなと思います。 

かどがわ学びのサイクル 学習サイクル）を実践して自己学習力を身に付けましょう。 

１条 ○か  家庭でメディアの約束をつくります！   

２条 ○ど  読書を家族みんなで楽しみます！ 

３条 ○が  学習している子どもを応援します！ 

４条 ○わ  我が町の行事に進んで参加させます！ 

１条○か （評価   ）点 

２条○ど （評価   ）点 

３条○が （評価   ）点 

４条○わ （評価   ）点 

※合計点     ）点 

「覚える」より「慣れる」 ドリル学習のすすめ 

学校 家庭 

【授業】 ○理解・定着の確認 ○学習指

導の工夫  ○ドリル学習の確認・評価 

【家庭学習】 ○ドリル学習の実践・活用 

 ○繰り返し練習で定着を図る 



    

    

 

 

  

                               

  

                                  

 

                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～～～返信欄（教育研究所便り「ふれあい」へのご意見やご感想をお聞かせください。）～～～ 

 

 

教育相談室
Tel･Fax ６３－１５６６ 

困った時には，教育相談室に気軽に電話をしてください。 

・月曜 13：00～16：00 ・火～木曜 9：00～16：00  

（上記は基本時間です。不在の場合もありますので、ご了承ください。） 

「元気」が出るコトバ～①「意志あるところに、道は開ける」 
高校受験のとき、成績が伸びずくじけそうな私を先生が励ましてくれました。おかげで

高校に見事合格。大学卒業後は、念願の職業に就くことができ、先生には心から感謝して

います。 

「元気」が出るコトバ～②「ため息よりも深呼吸！」 
進路に悩み、ため息ばかり出ていたときにかけられた言葉です。同じ行動でも、気持ち

ひとつでまったく意味が変わってくる。なんだか前向きになれた瞬間でした。 

〔出典：TOKYO（FM 発行「ありがとう、先生！」より〕 

 
 

・教育研究所では、町内小中学校の子どもたちの学力向上を図るための専門的事項の研究や研修を行い、

教職員を支援したり、その研究結果の普及に努めたりしていますが、その他に教育相談業務も行っていま

す。年度当初や学期始めなど、子どもの様子に普段と異なる変化が見られたり、何か違和感が感じられた

りした時には注意が必要です。そんな時には（「まず行動を！」。（「こどもほほえみダイヤル」や（「ヤングテ

レフォン」などの悩み相談窓口に電話されてもよいですし、町内の社会福祉協議会や福祉課を利用されて

もよいですが、教育研究所の教育相談室を利用していただいてもよいでしょう。何はともあれ、話すこと

で気持ちも楽になり、解決へ向けたアドバイスが得られるかも知れません。 

 

心に残った

本の一節！ 

 教育研究所よりメッセージ 

 

６名の研究員が県の教育研究機関協議会（「研究発表大会」で一年間の研究成果の発表をしてきたことを

前回お知らせしましたが、このほど３３回目の研究員会を終え、一年間の研究活動を終了することになり

ました。町内全小中学校の子どもたちと先生方に ICT の効果的な活用方法を研究（・普及して学力向上に役

立ててほしいとの願いを込めて、毎回遅くまで研究してきました。次年度も新たなメンバーで町教育研究

所の研究活動を継続していきますので、皆様方からも激励していただけたらありがたく存じます。 

  

 

委嘱状交付式 

 

保護者・地域のみなさまへ  

 

研究員の足跡 

第１回研究授業 

 

第２回研究授業 

 
研究発表大会！ 

 

研究の総仕上げ 


